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　ニューヨーク大学は，ニューヨーク州マンハッタン島の南部，所謂Greenwich
Villageのど真中に，　Washington　Square　Parkを取囲むような形で立ってい
る。初めてこの大学を訪れた人々は，間違いなくWashington　Square　Park
をニューヨーク大学のキャンパスと思い違えるか，大学らしからぬニュ　一一ヨー
ク大学の風情に少なからず驚くことであろう。
　ニューヨーク大学には，コロンビア大学，イエール大学，プリンストン大学
等にあるような広大で緑に囲まれたキャンパスはない。下町とは言え，ニュー
ヨーク独特の高層ビルが立ち並んでビジネス街にいるという感じである。それ
故，ニューヨーク大学の学生にとって，Washington　Square　ParkがロtS－一‘の憩
いの場所になっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　1972年版のNew　Ycrle　University　Bulletinによれば，ニューヨーク大学
は1831年に創立され，文学部，教育学部，経営学部，経済学部，法学部，工学
部，医学部等を持つ総合私立大学である。
　1972年現在で，学生総数は3万2，000人を越し，学生の出身地は全米50州を
越え，外国人留学生の国籍は100を越えている。教授陣の数は，常勤に非常勤
を加えれば，6，000人を上まわっている。アメリカの大学の場合，決して珍ら
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しいことではないが，ニューヨーク大学もその例にもれず，総合図書館の他に
各学部別の図書館がある。蔵書は総合図書館だけで，200万冊以上ある。ちな
みに，図書館の利用できる時間を記しておけば，私が在学していた当時は，月
曜日から金曜日までは，午前9時から午後11時まで，土曜日は，午前10時から
午後11時まで，日曜日は，午後1時から11時までであった。
　ChristmasやMemorial　Day，　Independence　Day等の国定休日を除き，図
書館が，朝早くから夜遅くまで開いていることは，連日assignmentに追い
まくられている学生にとって誠に有難いことであった。
　ニューヨーク大学の特質として，先ず言えることは，その地理的条件の良さ
である。ニューハンプシャー大学のように人里離れた閑静なところに立つ大学
も，学問の府として確かにふさわしいかも知れないが，ニューヨーク大学のよ
うに市街地のど真中に立つ大学も学問は現実との関わりあいなく存在し得ぬ限
り，学問の府として適切な場所と言わなければならない。
　前述した如く，ニューヨーク大学は，Greenwich　Villageの中央部に位置し
ており，ウォール街へは地下鉄で10分，国際連合，メトロポリタン博物館，ア
メリカ自然博物館へは30分以内という距離である。それ故，教授の中には，出
版社の編集者，国際連合の顧問，博物館や市政のコンサルタントを兼ねている
場合が多い。つまりヨーロッパやアメリカの大学は，日本の大学よりもはるか
に大学間はもとより大学と実社会との交流が盛んだということである。
　例えば，私が専攻した英語教授法のプログラムは，卒業に必要な単位数は全
部で34単位であったが，その中10単位はどこの大学で単位を取得してもよいの
であった。それ故，学生達は残りの10単位を取得するために授業料の安い大学
をあちこち捜し回ったり，たとえ授業料が高くても気に入った教授のいる大学
へ講義を受けにいくことになる。大学が実社会の要請にそのまま迎合すること
は，決して好ましいことではないが，実社会との関連性なしに，学問が学問の
ためにのみ存在するとは考えられない。
ニューヨーク大学のBulletinの中に：
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　New　York　University　is　an　integral　part　of　the　thriving　metropolitan
community　of　New　York　City－the　business，　cultural，　artistic，　and　financial
center　of　the　nation　and　the　home　of　the　United　Nations．　The　city’s
extraordinary　resources　enrich　both　the　academic　programs　and　the
experience　of　living　at　New　York　University－just　as　the　resources　of　the
University　contribute　in　hundreds　of　ways　to　the　life　and　work　of　the
．（2）
Clty．
と書いてあり，更に続けて
　Thus，　for　all　who　teach　and　learn　at　New　York　University，　the　city
around　them　is　laboratory　and　clinic　as　well　as　a　most　stimulating　and
　　　　　　　　　　　　　　（3）exciting　place　in　which　to　live．
とあるが，これはカタログにあり勝ちな安易な宣伝でも誇張でもない。
　ニューヨーク大学における英語教授法について論ずる前にニューヨーク大学
の特質や大学の環境に多くふれたのは，こういった外的な条件とニューヨーク
大学の英語教授法の内容そのものが，無縁ではないからである。それどころ
か，ニューヨークの環境そのものが，ニューヨーク大学の英語教授法の中に直
接反映されていると言ってもいい。
　私は，1970年9月から1972年5月まで，full－time　studentとして，1972年6
月から1973年5月まで，聴講生としてニューヨーク大学に在学したが，特にニ
ューヨーク大学の環境と教授法との関連性についてたびたび考えてみた。
　周知の通り，ニューヨークは世界最大の商業都市であり，移民が最も多く寄
り集まっている場所でもある。地下鉄に乗っていると，スペイン語は勿論のこ
と，ドイッ語，フランス語，ロシア語，中国語，時にはイディシュ語の新聞を
読んでいる光景を見か．ける。あの狭いマンハッタン島に，スペイン人地区あ
り，イタリア人地区あり，　ドイツ人地区あり，中国人地区ありで，まさに
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“melting　pot”の象徴のように思われる。
2
　さて，ニューヨーク大学における英語教授法について論ずる場合，American
Language　Instituteの英語のプログラムから話を始めなければならない。
American　Lallguage　Instituteはニュー一ヨーク大学の付属機関であり，そこで
行われている英語教育はSchool　of　Continuing　Educationの一環として行わ
れているが，その内容は，かなりバラエティに富んでいる。American　Language
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）Instituteは英語の受講者を次のように規定している。
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
外国で生まれて，アメリカへ永住するため英語を必要とする者
短期間とは言え，英語の力を伸ばしたいと思っている旅行者
外国で生まれ，専門職にありながら，職業上，更に英語の力を身につ
けたいと思っている者
英語の力をより伸ばしたいと思っているビジネスマン
国際連合，公使館，領事館等へ勤務する者で英語の力をより向上させ
たいと望んでいる者
アメリカの大学に入学し正規の学業を終えたいと望んでいる者
　普通，大学に付属している語学学校の場合，大学入学のための準備段階とい
う色彩が強いのであるが，上記の例が示すようにAmerican　Language　lnstitute
はニューヨークという環境を反映してか，広く門戸を開放している。
　American　Language　Instituteで英語教育を受ける場合，全員placement
examinationを受けなければならない。このテストの内容は，　grammar，　w「itin9・
reading，　aural　comprehension，　speakingとなっていて，テストの結果により・
それぞれ適切なコースを取るように指示される。
　テストの結果は6段階で示され，次のようになっている。
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1－Nil　proficiency
2　－Elementary　proficiency
3　－lntermediate　proficiency
4－Minimal　academic　proficiency
5　－Partial　academic　proficiency
6－Full　academic　proficiency
Placement　exarninationにより英語の力をあらゆる角度から徹底的に分析さ
れるが，効果的な英語教育へのfirst　stepとして，　Placement　examination
は，かなり有益な方法のように思われる。英語の総合的な力が同時にっけば，
問題はないが，経験年数とか環境，また各個人によって得意，不得意があるこ
とだし，英語のどの部分が強いか，弱いかを知るのは，より能率的な英語教育
を行なうには必須の条件ではあるまいか。
　日本人留学生の場合，grammar，　readin9，　writin9は，5～6を取れるので
あるが，aural　comprehension，　speaking　となると，3～4になってしまう
傾向があるが，これは日本の英語教育の姿をそのまま反映した結果であり，
aural　comprehension，　speakingは，多分に条件反射的であり，「場」が必要
であることを思うとき，また，学校英語で出来得ることの限界を考えれば，決
して悲観すべき結果ではあるまい。
3
American　Language　Instituteの英語プログラムは，大きく分けて次の4っ
に区分されている。
The　Evening　Program
The　Saturday　School
The　Day　Intensive　Program
The　University　Preparatory　Workshops
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　勿論，この4つのプログラムの中には，それぞれのレベルのgrammar，
writing，　reading，　vocabulary，　pronunciation等のコースが含まれている。
　私が直接体験したUniversity　Preparatory　Workshopsについて言えば，こ
のプログラムはその名が示す通り，正規の大学の授業でfull－time　studentと
して専門科目を受講するには総合的な英語の力に欠ける者が，限定して専門科
目を取りながらfull・time　studentになるための準備をするプログラムである。
このプログラムの中には，Workshop　in　College　English，　Workshop　in　Oral
Communication　and　Comprehension，　Advanced　Workshop　in　College　English
等のコースがある。どのコースも学生数は1クラス10名以内であり授業は1回
につき2時間半びっしりやらされる。
　このコースによる発音の指導の際，気がっいたことは，英語を話したり，聞
いたりする時に最も重要なことは，個々の単語の正確な発音に重点を置くより
も，イントネーション，，リズムに重点を置くということであった。　「言葉はリ
ズムであり，音楽である」ということを耳にタコが出来るほど聞かされた。
　日本における英語教育の欠点は，単語一つ一つの発音の仕方にっいては，か
なり詳しく教えるが，単語が重なった場合に起こる禿音の変化，イントネーシ
ョンについては余り教えないことである。日常生活の中で，学語一つだけが独
立して使われることは殆どなく，同化作用（assimilation），イントネーション・
リズムが重要である。
　私の経験からしても，日本人留学生の場合，個々の単語の発音は，他の留学
生，スペイン入，フランス人，ギリシア入と比較して，はるかに正確であった
が，リズミカルに英語を話せる者はきわめてすくなかったのである。勿論，ス
ペイン語やフランス語と比較して，日本語と英語とでは，語順が根本的に違っ
ているということもあろうが，我々日本人には，言葉を一定の流れとして捉え
る習慣が身についていかなかったように思われる。個々の単語の発音が多少不
正確であっても，イントネーション，リズムがしっかりしていれば，不思議と
英語が聴き取りやすいのである。
　次に，教材について述べるならばAmerican　Language　Instituteは社会と
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密接に関連させたものを使用している。Workshop　in　College　Englishで用い
られた多くの教材は，新聞（New】rorle　Times，　Washington　Pos　t）や雑誌
（Time，　Newsweell，　New　yb吻7，　Sa　turday　Review等）からの切抜きであっ
たりJames　Reston，　Tom　Wicker，　Bertrand　Russell等のエッセイであった。
エッセイの内容も，アメリカの政治，経済，文化，宗教にわたり誠に豊富であ
った。
　しかし，私にはUniversity　Preparatory　Workshopsにしては，教材の内容
が余りにもアメリカの社会に限られ，しかもその範囲が広すぎるように思われ
た。アメリカへ永住しようとしている人のための教材としては確かにふさわし
いのだが，このコースを取っている学生は既に専門科目の一部を受講している
のであり，ful1・time　studentになるための準備をしているに過ぎない。教材
の内容が高度に過ぎるわけではないが，アメリカの政治，経済，宗教等を良く
知らない者には発言の機会が制限されたり，内容に関して作文させられたりし
ても満足なものが書けない場合が多かった。
　その点，自分の専門分野のことであれば，ある程度の基礎的な知識がある
し，話したいこと，書きたいことが沢山でてくる。一概に「英語力」と言うこ
とは言えないのであって専門的な知識の量と密接に関連してくる。従って，
full－time　studentになるための準備段階としての英語より専門科目の英語の
方がはるかに理解しやすいということになる。
　アメリカの大学は殆どそうなのであろうが，ニューヨーク大学もその例外に
あらず，成績を決めるのにclassroom　discussionを非常に重要視する。内容
が分かっていても黙っていると間違いなく「無能」という烙印を押される。試
みに授業の最初の日に配られるbibliographyの成績の項を見てみると“Your
final　grade　will　reflect　your　achievement　on　a　final　examination　as　well　as
your聖gan些gful　and　productive　participation　in　class　discussion．”と書い
てある。
　外国人留学生は時間的にも経済的にもかなり制約されているのだしUniversi－
ty　PreParatory　Workshopsの中に専門科目に関する教材をどしどし取上げる
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べきである。実際には，1クラスの中に経営学や法律を専攻する学生は10人い
ても，言語学を専攻する学生がたった1人しかいなかったりして，その辺の調
整が難かしいと思うが，少なくとも，American　Language　lnstituteのUuiver－
sity　Preparatory　Workshopsは，専門科目をfull－timeで受講し得る英語の実
力をつけるということと教材の内容が一致していないように思えた。
　Readin9の方法としては，速読が中心であり，　main　thesis，　support　of
thesisを問われるのが常であった。日本の大学の英語の授業は，精読に片寄り
がちであるが（学校で出来得ることの限界でもあろうが）速読の訓練も重要で
ある。特に，ニューヨーク大学はassignmentの量が多く（アメリカの大学は
皆そうだが）速読術が必須の条件であった。
　英作文は，予めテーマが決められているのと，自由に選択してよいのと二通
りであった。作文の仕方く文法的レベルではなく）を教えることが出来るかど
うかについては，常に議論があり，また，作文の時間が，所謂，how　to式の
ものの多いアメリカ式やり方の一反映とも見れぬこともなかったが，文章作法
の基本原則を教えることは，無意味ではないだろう。　1
　外国入留学生だけを対象とするのではなく，一般にアメリカの大学は日本の
大学と比較して英作文（母国語教育）がかなり活発である。
　ちなみに，作文の内容は，Overall　Structure：thesis，　suPPort　of　thesis，
paragraph　relations，　restatement　of　ideas，　Paragraph　Structure：basic
structure，　subordination，　Vocabulary：accuracy，　word　forms，　idiomatic　usage，
Mechanics：spelling，　punctuation，　formatという観点から評価された。
　American　Language　Instituteにはlibrary　systemのlanguage　laboratory
があり，ブースは全部で117台ある。全米で一番大きい設備とのことであった・
ところが，私がアメリカを去る1973年7月には財政上の理由で半ば閉鎖されて
いた。私は，アメリカのみならず，英語を母国語とする国で外国入に英語を教
える場合，language　laboratoryが実際どれ程有効なのか非常に疑問視してい
る。日本のように英語的環境に恵まれないところならいざ知らず英語を母国語
とする国で英語教育を受ける場合，language　laboratoryで訓練を受けること
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よりも，テレビや芝居を見たり，ラジオを聴いたり，多くの友人をつくること
の方がはるかに有効なのである。
　1975年5月，上智大学で行なわれた大学英語教育学会の研究会で，アメリカ
から帰国されたばかりの小川芳男氏が，コロンビア大学が外国人留学生に対し
てlanguage　Iaboratoryの使用を全面的に廃止した事を知り，かなりショック
を受けたとの報告をされていたが，私には，コロンビア大学が外国人留学生に
対しlanguage　laboratoryの使用を取り止めたのは，遅きに失したように思わ
れる。
　今更繰返すまでもなく，language　laboratoryは人工的に作られた英語の環
境であり，あくまでも語学教育の補助手段として使用すべきものである。従っ
て，自然な英語の環境の中で英語を学ぶ場合，language　laboratoryが必要以
上に機械的，形式的であり無味乾燥なものに思えてくるのも当然である。
　尚，American　Language　Instituteにより指定された辞書，テキストは次の
如くであった。
辞書：
The　Advanced　Learne〆εDictionary　of　Cπrrent　English，　Oxford　Univer－
sity　Press
JIVebste〆εハrew　World　1万o彦ionary
テキスト：
T．L．　Crowell，　Index　To　Modern　English，（New　York：McGraw－1｛il1，
　Inc。，1964）．
耳．Nadler，　L　R　Mareli　and　C．　S．　Haynes，　American　English　Grammatical
　Structure，（Philadelphia：The　Center　for　Curriculum　Development，
　Inc．，1971）．
H．Nadler　and　others，∠4merican　Readings，（New　York：McGraw・Hill
　Book　Co．，1964）．
Gladys　G。　Doty　and　J，　Ross，　Language　and　Life　in　the乙乙S．∠4．，（New
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　York：Harper　and　Row，1968）．
Grant　Taylor，　American　English　1～eader，（New　York：McGraw－Hill　Book
　Co．，1960）．
D．Baumwoll　and　R　L　Saitz，∠4dvanced　1～eading伽4　Writing，　New
　York：Holt，　Rinehart　and　Winston，1965）。
G．E．　Wishon　and　J．　M．　Burks，　Lefs冊吻English，（New　York：
　American　Book　Company，1968）．
Hulon　Willis，　Structural　Grammar　and　Co吻osition，（New　York：Eolt，
Renehart　and　Winston，　Inc．，1967）．
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　American　Language　Instituteによる英語教育が，ニューヨーク大学の英語
教授法の実践の場とすれば，ニューヨーク大学の大学院レベルの英語教授法の
プログラムは理論の場であろう。
　　ニューヨーク大学の場合，教育学部の中にDepartment　of　English　Educatlon
がある。この中｝こは，Written　and　Oral（IOmmunication，　RetUting，　Literature，
Humanities，　Language等のプログラムがあり，このプログラムの中の一つと
してTESOL（Teaching　English　to　Speakers　of　Other　Languages）program
がある。このプログラムは，小，中，高，大学の英語の教師の育成を目標とし
ているばかりでなく，成人学校，専門学校の英語の教師，更に，学校で働く
supervisor，　administrator，出版関係に携わる人々の育成をも目標にしている。
　1972年版のNeωYorle　University　Bu〃etinによれば，　TESOL　Programが
提供している全コースは次の如くである。
（1）
（2）
（3）
The　Language　Laboratory：Theory　and　Techniques
Supervised　Student　Teaching　in　English　for　Speakers　of　Other
Languages　in　Grade　K　through　12
An　Intrdduction　to　TESOL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－62一
（4）
（5）
（6）
（7）
（8）
（9）
（10）
（11）
（12）
（13）
（14）
（15）
（16）
Teaching　the　ESOL　Child
Advanced　Individual　Projects　in　Teaching　English　to　Speakers　of
Other　Languages
Teaching　English　to　Speakers　of　Other　Languages：Theory　and
Practice
Teaching　English　to　Speakers　of　Other　Languages：Materials　and
Techniques
The　Teaching　of　English　to　Speakers　of　Other　Languages　in
Different　Linguistic　and　Culture　Environments
Generative　Transformational　Grammar　and　Language　Teaching
Advanced　Practicum　in　Teaching　English　to　Speakers　of　Other
Languages
Intership　in　TESOL
Testing　in　TESOL：Workshop　and　Practicum・
Materials　and　Curriculum　Development　in　TESOL：Workshop　and
Practicum
Structure　of　American　English　for　Teachers　of　English　and
English　to　Speakers　of　Other　Languages
Explorations　in　Applied　Linguistic　Analysis
Indepedent　Study
　　この他，英語教授法を専攻している学生が受講しても良い他の関連プログラ
ムのコースの一部を列挙しておく。
　　（1）　Explorations　in　Oral　Communication：Experience　and　Process
　　（2）　The　Black　in　Literature
　（3）　Language，　the　learner　and　the　Schoo1：Introduction　to　Linguistics
　　　　　　　and　Semantics
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（4）　Teaching　English　in　a　Multi－Dialectical　Society
（5）　History　of　American　English
（6）　Language　and　Culture
（7）　Linguistics，　Society，　and　the　Teacher
（8）　Psycholinguistics
（9）　Theory　and　Practice　of　Syntactic　Analysis
（10）　Problem　Seminar　in　English　Education：Analysis
TESOLプログラムによって提供されている全コースと関連コースの名を挙
げただけで，ニューヨーク大学における英語教授法の概略を把握できると思う
が，その主な特色をat　randomに箇条書きにすれば，
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英語を話す時，単語一つ一つの正確な発音よりもイントネーション，リ
ズムを重要視し，言葉を一つの「流れ」として捉えるよう指導する。
Speakingの際，　accuracyよりもfluehcyの方を優先する。
英作文は，文法的レベルは勿論のこと，論理の展開の仕方という点から
も徹底した指導を行なう。　　　　　　　　　　　　　，
Language　laboratoryは，近代科学が生み出したすぐれたteaching
machineである事は認めるが，その効用と限界を明確に認識すべきであ
る。
Oral　Method　や　Direct　Method　のみを用い，　Grammar・translation
Methodを全く用いない。
Readingの教材は実生活と直結したものから出発した方がよい。
言語には，合理的，科学的に理解し得る面として得ない面がある。
言葉こそが文化の中心であり，語学教育イコール，文化の教育と言って
も差仕えない。
変形文法は，伝統文法，構造主義的文法と比較して，言語理論としては
かなりすぐれた面があるが，その抽象性ゆえ，現場の語学教育に直接応
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　　用しにくい面が多い。
10．英語教授法は，あくまでも一つの方法論にすぎないのであって，教師の
　　情熱こそが，英語教育に重要な役割を果たすことを忘れてはならない。
　実践の場としてのAmerican　Language　lnstituteによる発音の指導の際にも
触れたが，ニューヨーク大学は，個々の単語の細かいアクセントや発音より
も，イントネーションとリズムを重要視する。単語一つ一つの発音が多少不完
全であっても，なるべく早いうちに英語的イントネーション，英語的リズムを
会得するよう指導がなされる。言葉を一つのリズムとして，流れとして捉える
よう訓練される。
　従って，dictationの効用が強調された。何故なら，　dictationというのは，
個々の単語の発音に注意力を集中していたのでは，その結果は全く惨めなもの
になり，イントネーション，リズムを把握してこそ進歩するものだからである。
　発音の指導に関してもう一つ気がついた事は，初期の段階において模範的な
英語を聞かせるのは，大事なことであるが，それが終了した後には，なるべく
様々なタイプの英語を聞かせることである。英語を母国語とする人々の英語の
みならず，そうでない人々の英語をも聞かせる事である。これはhearingの
幅を広げるのに大いに役立つ。この事については，私自身，苦々しい経験があ
る。私はアメリカへ行く前，某社から出されているテープ（Intensive　Course
in　English）をelementary　courseからspecialized　courseまで徹底的に聞い
た。このテープは，システィマティクなものとしては最高のものであった。と
ころが，アメリカへ着くや否や，話をしている人々の英語を全く聞き取ること
が出来なかったのである。余りにも模範的な英語ばかりを聞いていると，実践
の場で役に立たない場合がある。話し言葉というのは，相当バラエティに富ん
でいる。出身地によって話し方が違うばかりでなく個人差もある。
　ニューヨーク大学が，発音指導の際，英語を母国語とする人々の英語のみな
らず，そうでない人々の英語をも聞くよう指導するのは移民の寄り集まりであ
るニューヨークの社会環境を考えるとき，必須の条件なのである。
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　日本の英語教育を省りみる時，発音指導が余りにも厳密すぎるように思われ
る。細かい点に囚われすぎて全体を見る目が欠けているように思われる。とか
く，日本からの留学生は，ヨーロッパやアジア諸国からの留学生と比較して英
語の力がないと言われるが，個々の単語の発音に関しては日本の留学生が…番
正確に発音できるというのが私の率直な印象である。これは，日本語と英語と
では，spellingは勿論のこと，発音が根本的に違うため，最初から相当意識的
に覚えるからであろう。これに反し，イタリア人，スペイン人，フランス入が
英語を話す時，その類似性ゆえに，母国語のアクセントがそのまま出てしまう
事は良くあるケースである。
　ところが，イントネーション，リズムとなると事情が逆転する。ヨーロッパ
諸国からの留学生は，個々の単語の発音が，相当母国語のアクセントに引きず
られ乍ら，イントネーション，リズムだけは実に英語的なのである。
　勿論，この原因は，英語とヨーロッパ諸言語の類似性によるものだろうが，
ヨーロッパの学生には言葉を一つの流れとして捉える習慣が身についている様
に思われる。日本人特有の環末主義，完全主義がspeaking，’hearingの面にブ
レーキをかけていることは否定できない。
　SPeakingを指導する際，　accuracyとfluencyの関係は常に問題になる。
accuracyに重点を置けばfluencyに欠け，　fluencyに重点を置けばaccuracy
を欠くことになる。ニューヨーク大学は，初期の段階においてaccuracyより
もfluencyの方に重点を置き，上の段階へ進むに従ってaccuracyに注意力を
集中していくよう指導している。ただ，accuracyよりもfluencyの方に重点
を置いた場合，気をつけなくてはならないことは，いつまでたっても初歩的な
間違いが仲々矯正されないことである。Speakingにおいてaccuracyとfluency
は相矛盾する概念の様ではあるが，常に両者の距離を意識し，平衡感覚を保っ
ていくのが何より大事なことであろう。
　英作文の授業で，先ず感じたことは，文法的レベルよりも論理の展開の仕方
に重点を置いていることであった。英語教授法を専攻している学生はアメリカ
人が大部分であるから，このことは当然なのだが「英作文といえば短い日本語
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の文章を英語に直す」というイメージの強かった私にとって極めて新鮮な授業
だった。果して，小説を書くとき，小説作法が存在するかということと同じ
く，作文を教えることが可能かということも常に議論の対象となる。しかし，
名文と言われるものを読み，その構成を注意深く吟味するとき，その厳密な論
理展開に驚くことがしばしばある。
　「作文の仕方」があると信ずることに危険はあるが，小説の場合，常にプロ
ットが問題になるように，論理をいかに展開すればよいかを指導することが，
そのまま　how　to教育ではないという点には注目する必要がある。日本の大
学の英作文の時間に，清水幾太郎氏の「論文の書き方」　（岩波新書）やアメリ
カで長年教育にたつさわった経験のある板坂元氏の「考える技術・書く技術」
（講談社現代新書）をマニュアルとして使うことも一つの方法ではあるまい
か。
　ニューヨーク大学の英語教授法プログラムが作文を重要視している一っの証
拠に，卒業条件としてEnglish　essay　examinationを課していることである。
　AII　master’s　degree　candidates　are　required　to　take　an　essay　examination
in　written　English伽〆ing’加ノ〃3’semester勿residence．　Unsatlsfactory
performance　on　thls　examination　wiH　result　in　retesting　or　remedial
noncredit　work．　If　an　English　condition　is　imposed，　it　will　not　be
removed　until　the　candidate　has　demonstrated　the　ability　to　meet　the
standards　of　written　English　as　established　by　the　faculty　of　the　School
of　Education．　The　4θg7θθwill　not∂θconfe「「ed　until　this　「equire”zent
　　　　　　　　　　　　　　（5）htzs　been　satisfac　torily　comPleted．
　尚，ニューヨーク大学の英作文の時間に指定されたマニュアルは，K．　L．
TurabianのAManual　fo「W「ite「s　Of　Te「m　PaPe「s，　Theses’and　Disse「－
tations（The　University　of　Chicago　Press）と，同じくシカゴ大学出版局の
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AManual　of　Slyleであった。
　TESOL　プログラムのコースの一つとしてThe　Language　Laboratory：
Theory　and　Techniquesがあり，ここでは，ラボの操作の仕方から教材の
作り方まで指導される。できた教材は，Identification，　Instruction，　Content，
Teaching　phase，　Testing　phase，　Timing　and　Spacingという観点から評価さ
れる。このコースは必修科目ではないが，英語教授法専攻の学生全員が修得す
ることが望まれている。
　ラボに対する基本的な考え方は，ラボはあくまでも語学教育の補助手段とし
て使用すべきであって，中心は常に教師による直接教育であるという認識であ
る。我国においてラボが普及し始め，ラボの功罪をめぐって論議がはなばなし
く行なわれた頃，ラボが人間にとって代わり，語学教育の中心になるのではな
いという風潮さえあったが，ラボがどんなに改善されようとも機械であること
に変りはない。
　前述したように，コロンビア大学が外国人留学生に対し，ラボの使用を中止
したということで小川芳男氏はかなりのショックを受けられた様であるが，少
なくとも英語を母国語とする国で英語教育を行なう場合，ラボは大して効果が
ないように思われる。差恥心をとり除くために作られたブースではあるが，話
したり聞いたりする時に相手の動作が見えないことは決定的なラボの弱点であ
る。
　最近，小林祐子氏が「身ぶり言語の日英比較』　（エレック選書）という興味
深い本を出し話題になっているが，氏は本書の中で，話し言葉や小説の中に表
われる日本人と英米人の様々な身ぶりの違いを述べるだけでなく，日本人と比
較して英米入の身ぶりが如何に豊かであり，その背後にある文化的差異を見事
に分析している。英語を話したり聞いたりする時にジェスチャーが如何に大き
な役割を果たすか，経験者なら誰もが知っていることである。ラジオとテレビ
の英語を比較して後者の英語の方がはるかに理解しやすいことはこのことをよ
く物語っている。
　ラボの限界については，Robert　Ladoの
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　The　idea　that　electronic　recorders　in　the　lab　constitute　a　revolutionary
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）method　of　teaching　a　second　language　is　a　myth．
という言葉が最も当を得ているように思われる。このコースで指定されたテキ
ストは，E．　M．　StackのThe　Language　Laboratory　and　Modern　Language
Teaching（Oxford　University　Press，1966）とT．　Huebnerの．4udio－Visual
Techniques　in　Teaching　Fo〆eign　Languages∫APrac　tical　Handboole（New
York　University　Press，1960）であった。
　ニューヨーク大学は，英語教授法としてGrammar－translation　Method（文
法・訳読式教授法）を全く用いず，Direct　Method（直接教授法），　Oral　Method
（口頭教授法）を用いている。Grammar－translation　Methodを全く用いないの
は，そうすることが不可能だからである。日本でGrammar－translation　Method
が可能なのは，英語の教育を受ける学生がみな日本人だからである。ところが
移民族より成り立っているアメリカは事情が違ってくる。移民族が最も多く寄
り集まっているニューヨークでは特にそうである。スペイン系，イタリア系，
中国系と様々な国籍をもつクラスでそれぞれの学生の母国語によって授業を行
なうことは物理的に不可能である。
　ただ，ここで我国の英語教育と関連させて考えれば，英語を母国語とする国
で英語教育を行なう場合に，Direct　MethodなりOral　Methodは大変効果が
あるが，日本では，Grammar－translation　Methodを抜きにして英語教育を考
えることはできない。この点に関して，ニューヨーク大学の教授陣は，英語を
母国語としない国で英語教育を行なう場合にもDirect　MethodやOral　Method
のみを強調していた。
　我国の英語教育を省りみる時，戦前には，所謂パーマーのOral　Methodが
あれほどもてはやされ，戦後に至っては，フリーズのOral　Approachが盛ん
に提唱されてきたにもかかわらず，実際には日本の英語教育の中に定着せず，
方法としては依然としてGrammar－translation　Methodが中心になっている事
は，Graエnmar・translation　Methodを安易に不能率な方法とは決めつけられな
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いように思われる。
　安井稔氏が「英語教育の中の英語学」の中で「いわゆる訳読方式というの
は，講読とか演習などの時間において，中学の高学年から高校，大学，大学院
へと段階を進むにつれ，わが国の英語教育界において最も広く行なわれている
授業形態ではないかと思われる。しかも，英語教育が論ぜられる際，いっでも
きまって最も悪玉的な役を演じさせられる方式で，わが国における英語教育の
非能率性が問題になるとき，その責任の大半をになわせられる方式である。し
かも，真に代案となるべきものが示されることは，ほとんどないといってよ
い。この事態は，いったい，どのように解すべきであろうか。わが国の英語教
師の大部分は，訳読方式が最も非能率であることをよく承知していながら，し
かもなお，これに固執しているということなのだろうか。わたくしは，必ずし
もそうは思わない。つまり，この方式は，わたくしの考えでは，あまりにも安
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）易に非難されているところがあると思われるのである。」と述べているが同氏
の言葉はGrammar－translation　Method　に対する安易な批判グ説得力を欠い
ていることを示すものである。
　また，日本語を自由自在に操り日本研究家として話題をまいているドメニ
コ・ラガナ氏の「日本人は，英語などを身につけるために，外国語としてそれを
学んでいる西洋人の方法に従ってはだめだろう。日本人に適当なもっと能率的
な方法を見出さなければなるまい。しかし，日本人は大抵，自分の母国語とは
語族を異にする西洋の言語を習得するのに，特別の方法が必要だということに
あまり気づかないようで，西洋における英語教授法を無批判に採用し，能率が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）上がらないと，自分には語学の才能がない，という無力感に襲われてしまう」
という言葉は，明治以来，西欧の文化を無批判に取り入れてきた日本人に対す
る率直な批判として注目に値する。
　つい最近，世間の注目を集めた平泉・渡部両氏の「英語教育論争」の中で最
も興味深く思えたのは，これほど日本の英語教育の非能率性の凶器と見なされ
てきたGrammar－translation　Methodを渡部氏はただ単に弁護しただけでな
く，日本で行なわれる英語教育の中で必要欠くべからざる方法として積極的に
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肯定したことである。
　ニューヨーク大学はreadingの教材として実生活と密接に関連したものを
選択するよう指導している。これもアメリカ流のプラグマティズムの一形態と
も考えられないこともない。しかし，ニューヨーク大学のTESOLプログラム
は，英語を母国語としない学生に対する英語教育をアメリカで行なうことを主
眼にしているから，アメリカの歴史，宗教，文化，伝統に関わったものを教材
として取上げるのは，アメリカ社会を知り，アメリカ社会への適応をスムーズ
にするという意味で当然すぎる事なのかも知れない。
　ここ数年，我国でも大学の教養課程の英語のテキスFとして，アメリカやイ
ギリスの文化や風俗に関するエッセイ風なものが大流行だが，言語を学ぶこと
は，その言語が話されている国の様々な局面を学ぶ事でもあり，これはこれと
して非難する余地は全くない。
　ただ，英語が話されている国々の実情を知らされるという受身の姿勢ではな
く，国際コミュニケーションの手段として，日本を諸外国に紹介するための英
語教育を考えるとき，英語で日本のことを書かれたものを教材として選ぶこと
も一つの方法ではあるまいかe私は，この四月から，試みに日本の文化や習慣
に言及しているイギリス人によって書かれたものをテキストとして使用してみ
たが，概して好評であった。日本のことについて書いてあるのだから学生の理
解度もはやい。先に引合いに出したアルゼンチンの日本研究家，ドメニコ・ラ
ガナ氏は，教材としてもっぱら日本人によって書かれた西欧文明に関する論文
を選んだそうであるが，これはヨーロッパ人と日本人の考え方の違いを克明に
検討できるという意味で一考に値する。
　話はやや飛躍するが，　「諸君』6，月号にて佐伯彰一氏は，中国の英語学習法
をっぶさに観察し「ぼくは残念ながらソ連の英語教科書というのは手にしたこ
とがないのだが，あくまて自国製の材料と思想でという文化的自給自足主義に
おいて，これはまことに世界に冠たる模範的な教科書ではあるまいか。あくま
で主体的，自主的であり，外国語学習もまた自国流の目的のために徹底的に従
属せしめられている。その首尾一貫ぶり，徹底ぶりに，ぼくはほとほと嘆賞の
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思いを禁じ得なかった。何という自信，何と悠々たる自己充足ぶり，自給自足
ぶりだろうと，およそこれとは正反対の極にあるわが身，わが国を省みずにい
　　　　　　　　　（9）られなかったのである」とかなり熱っぽく述べているが，我国の英語のテキス
トが，明治以来，西欧一辺倒であった事実をみるとき，無視できぬ意見であ
る。というのは，日本と諸外国との摩擦がとやかく言われるとき，必ず引合い
に出されるのが，日本の英語教育の「不能率性」である。私にはただ単に英語
を話せるとか話せないとかの問題ではないように思われる。日本はそろそろ西
欧コンプレックスから脱却すべきであると言われて以来かなり久しい。英語教
育を西欧文化の吸収という立場からだけでなく，日本文化の紹介という立場か
らなされる時期がもうとっくに来ているように思われる。
　次に述べることは，文法教育と大いに関連することであるが，言語には合理
的，科学的に判断できる面とできない面がある。ニューヨーク大学は，この点
を学生にはっきりと認識させるべきであると強調する。
　Grammar－translation　Methodの一つの欠点はそれを余り強調しすぎると，学
生は，すべての言語現象を論理（文法と置き換えてもよい）によって割り切ろ
うとすることである。例えば，関係代名詞の非制限的用法でありながら，制限
的用法で日本文に訳した方がすっきりする場合でも，学生は，文法的用法に拘
泥する。
　受験英語とも関連するのであろうが，学生には，すべての英文を文法的に厳
密に分析しなければ，英文の意味がわかった様な気がしないという傾向が目立
つ。文法の力はあるが，やさしい英文を速く読んで大意を掴むのが苦手だと言
う学生が以外に多いのはこのことを良く示している。
　The　fact　of　grammar，　a　universal　trait　of　language，　is　simly　a
generalized　expression　of　the　felling　that　analogous　concepts　and　relations
are　most　conveniently　symbollzed　in　analogous　fo㎜s．　Were　a　language
ever　completely“grammatica1，，’it　would　be　a　perfect　engine　of　conceptual
expression．　Unfortunately，　or　luckily，　no　language　is　tyrannically
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　　　　　　　　　　　　　（10）consistent．　All　grammars　leak．
というサピアの文法観は，外国語学習の原則であろう。
　ニューヨーク大学における英語教授法の最大の特色は，言葉こそが文化の中
心であり，語学教育イコール，文化の教育という立場を取っていることであ
る。この様な考えを反映してか，プログラムの中には，Language　and　Culture，
Teaching　English　in　a　Multi－Dialectical　Society，　Linguistics，　Society　and
Teacher，　The　Teaching　of　English　to　Speakers　of　Other　Languages　in
Different　Linguistic　and　Culture　Environmentsというコースがある。
　ニューヨーク大学が言語と文化の関係を重要視している証拠に英語教授法の
専攻の学生は，専門科目の一部として文化人類学のコースを取得できる。変形
生成文法の発祥地であり，今なお，その勢いが衰えず，言語学＝変形文法とい
う観のあるアメリカでさえ，言語現象を文化現象として見なす文化人類学的言
語研究の伝統が消えていない。そう言えば，アメリカ言語学の先駆者，ボアズ
もそれに続くサピアもブルームフィールドも言語学者であると同時に文化人類
学者でもあった。
　ニューヨーク大学が英語教授法の中で，ことさら文化を強調するのは，ニュ
ーヨーク大学がおかれている環境のみならず，アメリカ社会全体の実情を良く
反映したものと受取ってよい。多種多様の人種より成り立っているアメリカ社
会の中で文化の相互理解なしに生存が困難なのである。
　英米の文学作品を読んで，難かしいと感ずるときは，大抵，その作品が伝
統，文化，習慣等に深く関わっている事はよく経験する。辞書的意味だけでは
全く判断がつかない場合がある。
　これも又，よく引合いに出されるのであるが，“Arolling　stone　gathers　no
　（11）
mOSS”ﾆいう諺の意味が，アメリカと日本とでは全く逆に解釈される場合ひ
とつをとってみても，背後にその国独特の文化なり，伝統が横たわっていて，
文化が違えば意味も違う場合がよくある。
　上記の諺の意味の受取り方の違いも，アメリカと日本の社会構造の特殊性に
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目を向けるならば，諺の意味の由来が鮮明になる。即ち，移民族から成り立
ち，社会的移動（social　mobility）の極めて高いアメリカ社会の中で，仕事を
変えるということは成功への不可欠の条件である。これに反し，年功序列制度
が圧倒的に支配している日本の社会の中で，特殊な技能を持たない限り仕事を
変えればそれだけ，労働条件が増々不利になってくる。
　言葉は文化の鏡であり，また工トスでもある。最近，国弘正雄氏が「アメリ
カ英語』　（サイマル出版会）　「アメリカ英語の娩曲語法」　（エレック選書）を
出したが，こういった文化人類学的言語の研究は，変形生成文法一辺倒の風潮
のある今日とは言え，絶やしてはならない言語研究であろう。言語と文化の問
題については，再びRobert　Ladoの言葉を借りて締め括りたい。
　It　is　essential　to　our　goal　that　we　understand　the　culture　units　of
meaning　attached　to　units　of　expression　such　as　words，　idioms，　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）proverbs，　as　well　as　literary　masterpieces．
　尚，言語と文化に関するコースで指定されたテキストを参考までに列挙して
おきたい。Ruth　Benedict，　Patterns　of　Culture，　B．　Malinowski，　Magic，　Science
and　Religion，　Edward　T．　Hall，　The　Silent　Language，　John　B．　Carroll（ed．），
Language，　Thought，　and　Reality；The　Selected　WritingS　of　Benl’amin　Lee
Whorf，　S．　L　Hayakawa，　Language　in　Thought　and　Action，　Edward　Sapir，
Language　and　Personality，　Neil　Postman，　Charles　Weingartner，　Lingu　is　tics　；
ARevolution　in　Teaching，　Terence　P．　Moran（ed．），　Language　in．America・
　特にE．　T．Hal1のThe　Silent　Languageは必読の書であり，言語と文化
に関わるコースのBjble的存在と言ってもよくfinal　examinationの問題と
して，“What　have　you　learned　from　The　Silent　Language　that　has　better
prepared　you　to　deal　with　teaching　English　to　non・native　speakers？”　とい
うのが出題された位であった。
　チョムスキー言語理論の凄まじい勢いからして，ニューヨーク大学の英語教
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授法のプログラムも，その影響をかなり受けているというものの，それは理論
の段階であり，実践化されているとは言い難い。変形生成文法理論の抽象性そ
のものが，実践化への道を容易に許さないのであろう。
　例えば，実践の場としてのAmerican　Language　Instituteでは，文法の時
間，伝統文法の基本文型の代りに変形生成文法の基本文型が用いられているだ
けで（それも一部の教師によって）深層構造や変形規則を適用した言語の説明
も，私が在学していた時にはなされなかった。
　ところが，理論の場としての大学院レベルの英語教授法のプログラムの場合
には事情が違ってくる。このプログラムの中で，変形生成文法理論が中心課題
になっているコースとしてGenerative　Transformationa1　Grammar　and　Lan－
guage　Teaching，　Explofation　in　Applied　Linguistic　Analysis，　Theories　and
Practice　of　Syntactic　Analysis等がある。
　必読書としてチョムスキーの（政治評論関係を除いて）殆どの著作の他にR．
A．Jacobs　and　Peter　Rosenbaum（eds，），　Readings　in　English　Transforma・
tional　Grammar，　M．　Lester（ed．），　Readings　in　Applied　Transformational
Grammar，　J．　Lyons（ed．），　New　Horigons　in　Linguistics，　Ursula　Bellugi
and　Roger　Brown（eds．），　The　Acquisition　of　Language，　Wallace　L　Chafe，
Meaning　and　The　Structure　of　Language，　Charles　J．　Fillmore　and　D．
Trence　Langenden（eds．），　Studies　in　Linguistic　Semantics，　Ronald　W．
Langacker，　Language　and　its　Structure，　J．　Lyons，　Noam　Chomsky，　Bruce
L．Liles，　An　lntroductory　Transfomational　Grammar，　Danny　D．　Steinberg
and　Leon　A．　Jakobovits（eds．），　Semantics等が指定された。
　この中で最も活発に論議されたのは，伝統文法，構造主義的文法と変形生成
文法との比較研究であり，言語習得をめぐる経験主義者と合理主義者の論争で
あり，意味論を如何にして外国語としての英語教育に適用し得るかということ
であった。　　　r
　アメリカ構造主義言語学と対比させながら変形生成文法理論の特質が活発に
議論されながら変形生成文法理論を具体的に，どの様にして外国語としての英
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語教育に適用するか，その場合の教材はどうあるべきか，という段階になると
議論が仲々進まないのが実情であった。
　ただ，ほとんどの教授が，変形生成文法は，英語を母国語としない人々より
も英語を母国語とする人々に対して適用し易いと言っていたが，変形生成文法
理論そのものの目標が，英語を母国語とする話者の直観ないしは言語能力の
記述にあることを考え合せればきわめて当り前なことである。
　変形生成文法理論が誕生して以来，約20年になろうとし，しかも言語学＝変
形生成文法という観さえある今日，語学教育への具体的な応用となると本場の
アメリカでもまだまだ模索の時代であり，具体的な成果にっいては今後の研究
に待たねばならないというのが，私の経験からえた印象であった。
　最後に，語学教育にとって一番大事なことは，方法論を振り回すのではなく，
教師の情熱であるというニューヨーク大学のTESOLプログラムのDirector
でもあるNadler教授の言葉を聞いたとき私の耳はいたかった。　Nadler教授
はことある毎に「語学教育＝人間教育」であることを学生達に強調した。近代
科学の発展に伴って英語教育の中にも「教育工学」などといういかめしい言葉
が台頭し，語学教育の中心が人間から機械に移り変わるのではないかという風
潮のある今日ゆえ，「語学教育＝人間教育」というNadler教授の言葉が私の
胸に強く響いたのである。
5
　ニューヨークのみならず，アメリカ社会全体と関連させながらニューヨーク
大学における英語教授法の特色のいくつかを述べてきたつもりであるが，我々
が，外国で行なわれている英語教授法を見るとき，日本の英語教育に直接採用
でき得る部分とできない部分をはっきり区別することである。
　ニューヨーク大学の英語教授法に限って言えば，発音指導の際，個々の単語
の発音の仕方に重点を置くよりも，イントネーション，リズムを重要視し，言
葉を一つの流れとして捉える習慣を学生に身につけさせることなどはすぐに採
用でき得る部分である。
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　また，speakin9の際，初期の段階で，　accuracyよりもfluencyを優先させ
るということ，言語には理屈で納得でき得る部分とそうでない部分があるとい
うこと等は，我国の英語教育が依然として環末主義，完全主義，文法教育にや
や傾きすぎている傾向からしてすぐにでも採用でき得る部分である。
　しかしながら，ニュ　一一ヨーク大学がGrammar－translation　Methodを全く用
いていないからと言って，そのやり方をすぐに採用すると，必ず失敗に終るこ
とは今までの日本の英語教育史が良く示している。明治以来，一貫して果して
きたGrammar－translation　Methodの役割を考え，また，それが実際にかなり
効果的（英語の潜在能力をつけるという意味で）あったことを思う時，そう簡
単にOral　MethodやDirect　Methodに飛びつけない筈である。学生の英語力
を考慮しながらOral　MethodやDirect　Methodを適宜用いるべきである。
ただ，日本における英語教育の主軸は，Grammar－translation　Methodである
べきである。我国では余りにも安易に英語を話せるとか，話せないとか言われ
すぎる。話す前に話すべき内容を持たなくてはならない。話すべき内容は読書
と思考力によって増していく。かつて「言語は血よりも濃い」と言ったのはフ
ランツ・ローゼンツヴァイクであった。我々は母国語としての英語教育と外国
語としての英語教育を混同してはならない。
　ニューヨーク大学の場合，カリキュラムがかなり細分化されているが，これ
はそのまま日本の英語教育，特に英語教員養成課程に応用できるのではない
か。例えば，日本の大学の場合，英語科教育法を修得し，英文科を卒業すれ
ば，自動的に英語の教師免許状が交付されるが，教員になるためにはもっと専
門的な訓練が必要である。日本の大学にこれだけ英文科がありながら，「言語
と文化」という講座を持っている大学を私は聞いたことがない。
　前述したように，変形生成文法の英語教育への応用という点では，本場のア
メリカでさえ，まだまだ模索の時代であるということである。日本の英語教育
に対する変形生成文法の適用については，かなり限定して用いるべきである。
　　　（13）
桃沢力氏も指摘しているように，表層構造だけで意味が明らかな場合，わざわ
ざ深層構造を設定して変形の練習をやらせる必要は毛頭ないのである。
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　総じて，“人種のるつぼ”と言われ「アメリカ人」の存在しないアメリカ社
会の中で，文化的側面を特に強調するニューヨーク大学の英語教授法（Teach・
ing　English　to　Speakers　of　Other　Languages）は適切にその機能を果してい
るように思われた。
　　　　　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　　×
　私は，既に「ニューヨーク大学における英語教授法について」概要を発表し
たが，　（法政大学『英文学誌』No．16）今回，再びとりあげたのは，また英語
教育論議が白熱している中でニューヨーク大学の英語教授法を日本の英語教育
と関連させながら考えてみるのも無駄ではないと思ったからである。
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